
経
営
戦
略
を
聞
く

経
営
戦
略
を
聞
く

経
営
戦
略
を
聞
く

伊
藤
忠
丸
紅
鉄
鋼
グ
ル
ー
プ
の
中
核
会
社
と
し

て
、
自
動
車
用
鋼
材
と
薄
板
建
材
を
中
心
と
し
た

建
設
用
鋼
材
分
野
の
最
前
線
で
鉄
鋼
供
給
の
一
翼

を
担
う
紅
忠
ス
チ
ー
ル（
本
社
＝
東
京
都
中
央
区
、

柳
井
直
樹
社
長
）。建
材
・
自
動
車
向
け
鋼
材
需
要

の
低
迷
な
ど
厳
し
い
市
場
環
境
に
直
面
し
な
が

ら
、
コ
ス
ト
削
減
と
収
益
改
善
に
取
り
組
み
、
未

来
に
向
け
た
組
織
変
革
を
進
め
て
い
る
。
2
0
2

4
年
度
を
振
り
返
り
つ
つ
、
25
年
度
の
方
針
を
柳

井
社
長
に
聞
い
た
。

―
―
24
年
度
を
振
り
返

っ
て
。

「
建
材
と
自
動
車
向
け

の
需
要
の
低
迷
に
よ
り
数

量
は
伸
び
悩
み
、
残
念
な

が
ら
予
算
達
成
も
厳
し
か

っ
た
。
社
長
就
任
1
年
目

で
、
ま
ず
は
あ
ら
ゆ
る
コ

ス
ト
の
見
直
し
に
着
手
し

削
減
に
努
め
た
。一
方
で
、

収
益
改
善
策
を
進
め
た
。

24
年
度
以
前
か
ら
鋼
材
価

格
や
人
件
費
、
加
工
賃
、

運
賃
な
ど
が
上
昇
す
る

中
、
お
客
さ
ま
へ
の
価
格

転
嫁
が
進
ま
ず
に
苦
戦
し

て
い
た
部
分
が
あ
り
、
営

業
担
当
が
コ
イ
ル
セ
ン
タ

ー
や
運
送
業
者
の
皆
さ
ま

と
連
携
し
、
お
客
さ
ま
へ

丁
寧
に
説
明
を
重
ね
、
理

解
い
た
だ
く
努
力
を
続
け

て
き
た
結
果
、
あ
る
程
度

の
改
善
は
見
ら
れ
た
が
ま

だ
道
半
ば
だ
」

―
―
厳
し
い
環
境
の

中
、
組
織
変
革
に
も
力
を

入
れ
た
。

「
ま
さ
に
1
0
0
年
に

一
度
の
変
化
期
で
あ
り
、

『
現
状
維
持
こ
そ
危
機
』

と
強
く
感
じ
て
い
る
。
企

業
体
質
を
変
え
る
た
め
、

全
社
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
活
性
化
を
図
っ

た
。
個
別
に
機
会
を
設
け

て
社
員
と
直
接
対
話
し
、

徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
変

化
の
必
要
性
に
対
す
る
理

解
は
深
ま
っ
て
き
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
。
そ
の
上

で
、
前
任
の
大
越
社
長
か

ら
引
き
継
い
だ
人
事
制
度

改
革
だ
が
、
今
年
4
月
か

ら
『
ジ
ョ
ブ
型
』
の
要
素

を
よ
り
取
り
入
れ
た
人
事

制
度
に
移
行
し
た
。
個
々

の
役
割
と
責
任
を
明
確
に

し
、
成
果
に
基
づ
い
て
評

価
す
る
制
度
。
意
欲
と
能

力
の
あ
る
社
員
が
活
躍
で

き
る
環
境
を
整
え
て
い

く
。
経
験
豊
富
な
ベ
テ
ラ

ン
社
員
の
知
見
も
重
要

で
、
最
大
限
に
生
か
せ
る

よ
う
な
組
織
運
営
を
行
っ

て
い
る
」

―
―
新
し
い
部
署
も
設

立
し
た
。

「
3
つ
の
新
し
い
部
署

を
立
ち
上
げ
た
。
そ
の
1

つ
は
『
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
・
開
発
部
』。日
々
の

業
務
に
追
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
新
し
い
ト
レ
ー
ド
、

協
業
、
投
資
と
い
っ
た
未

来
に
向
け
た
取
り
組
み
に

専
念
す
る
部
署
で
、
新
規

事
業
の
創
出
を
目
指
す
。

将
来
的
に
は
、
自
動
車
と

建
材
と
い
う
垣
根
を
越
え

た
融
合
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
。
2
つ
目
は
『
業
務

改
善
・
Ｄ
Ｘ
推
進
室
』。こ

れ
ま
で
各
部
署
で
個
別
に

行
っ
て
い
た
業
務
改
善
や

Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
を
集
約

し
、
全
社
的
な
業
務
の
標

準
化
、
見
え
る
化
、
そ
し

て
業
務
品
質
の
向
上
を
推

進
す
る
。
Ｄ
Ｘ
専
門
の
担

当
者
も
配
置
し
、
伊
藤
忠

丸
紅
鉄
鋼
と
も
連
携
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。
さ
ら

に
『
営
業
総
括
室
』
を
新

設
し
、
営
業
・
経
営
関
連

の
施
策
全
般
を
統
括
す
る

事
務
局
機
能
を
担
う
。
こ

れ
ら
の
新
し
い
部
署
は
組

織
の
『
横
串
』
を
通
す
役

割
を
果
た
し
、
会
社
全
体

の
効
率
化
と
活
性
化
を
図

る
も
の
だ
」

―
―
25
年
度
の
方
針
に

つ
い
て
。

「『
人
的
資
本
経
営
』『
デ

ザ
イ
ン
思
考
活
動
の
推

進
』
を
重
要
な
柱
と
位
置

付
け
て
い
る
。
新
入
社
員

研
修
で
は
、
基
礎
的
な
業

務
知
識
や
ス
キ
ル
を
徹
底

的
に
身
に
付
け
て
も
ら
う

た
め
、
必
須
科
目
を
従
来

の
3
倍
に
増
や
し
た
。
ま

た
、
簿
記
2
級
以
上
な
ど

の
資
格
取
得
推
奨
強
化

や
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
な
ど
の
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ク
ー
ル
へ
の
通
学

も
積
極
的
に
支
援
す
る
。

重
要
な
の
は
、
資
格
取
得

よ
り
、
学
習
を
通
じ
て
知

識
や
ス
キ
ル
を
習
得
す
る

こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
、

学
習
意
欲
の
あ
る
社
員
を

会
社
と
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
。さ
ら
に
、外
部
研

修
も
推
進
す
る
。
グ
ル
ー

プ
会
社
で
あ
る
東
京
ス
チ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
紅
忠
コ

イ
ル
セ
ン
タ
ー
関
東
な
ど

に
中
堅
・
ベ
テ
ラ
ン
社
員

を
派
遣
し
、
製
造
業
の
マ

イ
ン
ド
を
理
解
し
て
も
ら

う
。
商
社
と
製
造
・
物
流

現
場
と
の
相
互
理
解
は
、

連
携
強
化
の
た
め
に
不
可

欠
。
組
織
で
影
響
力
の
あ

る
中
堅
・
ベ
テ
ラ
ン
社
員

が
学
ぶ
こ
と
で
、
会
社
全

体
の
意
識
改
革
、
い
わ
ゆ

る
リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
促
進

し
た
い
と
考
え
て
い
る
」

―
―
デ
ザ
イ
ン
思
考
活

動
と
は
。

「
デ
ザ
イ
ン
思
考
に
よ

り
、
お
客
さ
ま
の
潜
在
的

な
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ

し
、
お
客
さ
ま
と
共
に
新

た
な
価
値
を
創
造
し
て
い

く
。
す
で
に
、
環
境
、
農

業
、
車
両
、
地
方
創
生
と

い
っ
た
分
野
で
、
国
内
外

を
問
わ
ず
具
体
的
な
新
規

案
件
が
い
く
つ
か
動
き
出

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
案

件
を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
具

現
化
し
て
い
く
。
市
場
動

向
、為
替
や
金
利
の
変
動
、

業
界
再
編
の
動
き
、
そ
し

て
国
内
の
労
働
力
人
口
減

少
に
対
す
る
移
民
政
策
の

動
向
な
ど
、
注
視
す
べ
き

外
部
環
境
の
変
化
は
多
々

あ
る
。
特
に
地
方
創
生
は

重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も
大

き
い
と
捉
え
て
い
る
。
需

要
が
伸
び
悩
む
分
野
が
あ

る
一
方
で
、
新
た
な
需
要

が
生
ま
れ
て
い
る
分
野
も

あ
る
。
そ
の
見
極
め
が
重

要
だ
」

―
―
最
後
に
、
経
営
で

特
に
意
識
し
て
い
る
こ
と

を
。「『

公
平
性
』
を
意
識
し

て
い
る
。
過
去
の
実
績
や

キ
ャ
リ
ア
に
か
か
わ
ら

ず
、
意
欲
の
あ
る
全
て
の

社
員
に
公
平
に
チ
ャ
ン
ス

を
与
え
、
社
員
が
活
躍
で

き
る
会
社
に
し
た
い
。
私

自
身
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
を
複
数
育
て
た
高
校
時

代
の
陸
上
部
の
顧
問
だ
っ

た
鳥
羽
完
司
氏
か
ら
受
け

た
『
公
平
に
扱
わ
れ
る
』

経
験
が
大
き
な
糧
と
な
っ

て
い
る
。
能
力
だ
け
で
な

く
、
努
力
や
意
欲
を
正
当

に
評
価
し
、
社
員
一
人
一

人
の
力
を
最
大
限
に
引
き

出
す
こ
と
。
そ
れ
が
、
会

社
の
成
長
に
つ
な
が
る
と

信
じ
て
い
る
」

（
山
本

章
央
）

収益改善も価格転嫁は道半ば

紅紅忠忠ススチチーールル 柳井直樹社長
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